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(57)【要約】
【課題】注射針（５）の露出で他人を刺してしまうこと
による感染を回避する。
【解決手段】注射器は、針保持座（１）と、内側スライ
ド筒（２）と、プランジャ（４）とを備え、前記針保持
座（１）は注射針（５）を装着する用に設けられ、前記
プランジャ（４）は前記針保持座（１）と対向して設置
され前記針保持座（１）へ薬液を注入し、前記針保持座
（１）は前記内側スライド筒（２）と互いにスライド可
能に嵌め込み、注射を行う際に、前記内側スライド筒（
２）をスライドさせて内側スライド筒（２）および前記
針保持座（１）を重ね、注射しやすいように、前記注射
針（５）を露出させ、注射を完了する際に、前記内側ス
ライド筒（２）をスライドさせ、前記内側スライド筒（
２）によって前記注射針（５）を包み込む。
【選択図】図２３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　針保持座と、内側スライド筒と、プランジャとを備え、
　前記針保持座は注射針を装着する用に設けられ、前記プランジャは前記針保持座と対向
して設置され前記針保持座へ薬液を注入し、前記針保持座は前記内側スライド筒と互いに
スライド可能に嵌め込み、
　注射を行う際に、前記内側スライド筒をスライドさせて内側スライド筒および前記針保
持座を重ね、注射しやすいように、前記注射針を露出させ、
　注射を完了する際に、前記内側スライド筒をスライドさせ、前記内側スライド筒によっ
て前記注射針を包み込むことを特徴とする、注射器。
【請求項２】
　前記針保持座に第１凸部と弾性延伸部とが設けられており、
　前記第１凸部は前記弾性延伸部によって前記針保持座の末端に連結され、
　前記内側スライド筒に針保持座の第１凸部に嵌合される第１定位溝および第２定位溝が
設けられ、前記第１定位溝は前記内側スライド筒の先端の内壁に位置し、前記第２定位溝
は前記内側スライド筒の末端の内壁に位置することを特徴とする、請求項１に記載の注射
器。
【請求項３】
　前記内側スライド筒の内壁に前記内側スライド筒の延在方向に沿って延びる第１ガイド
溝がさらに設けられ、前記針保持座１の外壁に前記第１ガイド溝に嵌合する前記第１ガイ
ド突起部が設置されることを特徴とする、請求項２に記載の注射器。
【請求項４】
　前記内側スライド筒の末端の内壁のエッジ部分に針保持座の第１凸部のスライドする第
１斜面が設置されることを特徴とする、請求項３に記載の注射器。
【請求項５】
　前記内側スライド筒の内壁に前記第１凸部のスライドする第１内側スライド壁がさらに
設けられ、前記第１内側スライド壁は、前記第２定位溝の前記第１定位溝に向かう側に位
置し、前記第２定位溝から前記第１定位溝までの方向に沿って、第１内側スライド壁の高
さは徐々に降下することを特徴とする、請求項３に記載の注射器。
【請求項６】
　前記内側スライド筒の内壁に前記第１凸部のスライドする第３内側スライド壁がさらに
設けられ、前記第３内側スライド壁は前記第１定位溝の前記第２定位溝に向かう側に位置
し、前記第１定位溝から前記第２定位溝までの方向に沿って、第３内側スライド壁の高さ
は徐々に降下することを特徴とする、請求項５に記載の注射器。
【請求項７】
　外側スライド筒をさらに備え、
　前記外側スライド筒は前記内側スライド筒と互いにスライド可能に嵌め込み、
　注射を行う際に、前記内側スライド筒および前記外側スライド筒をスライドさせ、内側
スライド筒、前記外側スライド筒および前記針保持座を重ね、注射しやすいように前記注
射針を露出させ、
　注射を完了する際に、前記内側スライド筒および前記外側スライド筒をスライドさせ、
前記内側スライド筒および前記外側スライド筒によって前記注射針５を包み込むことを特
徴とする、請求項１に記載の注射器。
【請求項８】
　前記内側スライド筒の先端の外壁に第２凸部が設けられ、外側スライド筒に前記第２凸
部に嵌合される第３定位溝および第４定位溝が設けられ、前記第３定位溝は前記外側スラ
イド筒の先端の内壁に位置し、前記第四定位溝は前記外側スライド筒の末端の内壁に位置
することを特徴とする、請求項７に記載の注射器。
【請求項９】
　前記外側スライド筒の内壁に前記外側スライド筒の延在方向に沿って延びる第２ガイド
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溝がさらに設けられ、前記内側スライド筒の外壁に前記第２ガイド溝に嵌合する第２ガイ
ド突起部が設けられることを特徴とする、請求項８に記載の注射器。
【請求項１０】
　前記外側スライド筒の末端の内壁のエッジ部分に前記第２凸部のスライドする第２斜面
が設置されることを特徴とする、請求項９に記載の注射器。
【請求項１１】
　前記外側スライド筒の内壁に前記第２凸部のスライドする第２内側スライド壁が設けら
れ、前記第２内側スライド壁は前記第４定位溝の前記第３定位溝に向かう側に位置し、前
記第４定位溝から前記第３定位溝までの方向に沿って、第２内側スライド壁の高さは徐々
に降下することを特徴とする、請求項９に記載の注射器。
【請求項１２】
　前記外側スライド筒の内壁に前記第２凸部のスライドするする第４内側スライド壁がさ
らに設けられ、前記第４内側スライド壁は前記第３定位溝の前記第４定位溝に向かう側に
位置し、前記第３定位溝から前記第４定位溝までの方向に沿って、第４内側スライド壁の
高さは徐々に降下し、第２内側スライド壁と外側スライド筒の内壁との間の角度は第４内
側スライド壁と外側スライド筒の内壁との間の角度より大きいことを特徴とする、請求項
１１に記載の注射器。
【請求項１３】
　流体通路が設置されるプラグをさらに備え、前記流体通路は注入通路、分流孔および導
流通路の順に構成され、前記プラグは前記針保持座の内腔に位置することを特徴とする、
請求項１から１２のいずれかに記載の注射器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は医療機械技術分野における注射器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術において、注射が完了した後に、注射器の針には注射される患者の血液が付着
している場合が多い。使用後に、速やかに針を処分しなければ、針が第三者を刺してしま
い、第三者を傷つける上に、針に付着している患者の血液が第三者の感染の原因になる虞
がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本願発明は使用後の注射器の針が露出し、第三者を傷つける問題点を解決することがで
きる注射器を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本願発明の注射器は、針保持座と、内側スライド筒と、プランジャとを備え、前記針保
持座は注射針を装着する用に設けられ、前記プランジャは前記針保持座と対向して設置さ
れ前記針保持座へ薬液を注入し、前記針保持座は前記内側スライド筒と互いにスライド可
能に嵌め込む。注射を行う際に、前記内側スライド筒をスライドさせて内側スライド筒お
よび前記針保持座を重ね、注射しやすいように、前記注射針を露出させ、注射を完了する
際に、前記内側スライド筒をスライドさせ、前記内側スライド筒によって前記注射針を包
み込む。
【０００５】
　さらに、前記針保持座に第１凸部と弾性延伸部とが設けられており、前記第１凸部は前
記弾性延伸部によって前記針保持座の末端に連結され、前記内側スライド筒には針保持座
の第１凸部に嵌合される第１定位溝および第２定位溝が設けられ、前記第１定位溝は前記
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内側スライド筒の先端の内壁に位置し、前記第２定位溝は前記内側スライド筒の末端の内
壁に位置する。
【０００６】
　さらに、前記内側スライド筒の内壁に前記内側スライド筒の延在方向に沿って延びる第
１ガイド溝がさらに設けられ、前記針保持座の外壁に前記第１ガイド溝に嵌合する前記第
１ガイド突起部が設置される。
【０００７】
　さらに、前記内側スライド筒の末端の内壁のエッジ部分に針保持座の第１凸部のスライ
ドする第１斜面が設置される。
【０００８】
　さらに、前記内側スライド筒の内壁に前記第１凸部のスライドする第１内側スライド壁
がさらに設けられ、前記第１内側スライド壁は、前記第２定位溝の前記第１定位溝に向か
う側に位置し、前記第２定位溝から前記第１定位溝までの方向に沿って、第１内側スライ
ド壁の高さは徐々に降下する。
【０００９】
　さらに、前記内側スライド筒の内壁に前記第１凸部のスライドする第３内側スライド壁
がさらに設けられ、前記第３内側スライド壁は前記第１定位溝の前記第２定位溝に向かう
側に位置し、前記第１定位溝から前記第２定位溝までの方向に沿って、第３内側スライド
壁の高さは徐々に降下する。
【００１０】
　本願発明の注射器は、外側スライド筒をさらに備え、前記外側スライド筒は前記内側ス
ライド筒と互いにスライド可能に嵌め込む。注射を行う際に、前記内側スライド筒および
前記外側スライド筒をスライドさせ、内側スライド筒、前記外側スライド筒および前記針
保持座を重ね、注射しやすいように前記注射針を露出させ、注射を完了する際に、前記内
側スライド筒および前記外側スライド筒をスライドさせ、前記内側スライド筒および前記
外側スライド筒によって前記注射針５を包み込む。
【００１１】
　さらに、前記内側スライド筒の先端の外壁に第２凸部が設けられ、前記外側スライド筒
に前記第２凸部に嵌合される第３定位溝および第４定位溝が設けられ、前記第３定位溝は
前記外側スライド筒の先端の内壁に位置し、前記第四定位溝は前記外側スライド筒の末端
の内壁に位置する。
【００１２】
　さらに、前記外側スライド筒の内壁に前記外側スライド筒の延在方向に沿って延びる第
２ガイド溝がさらに設けられ、前記内側スライド筒の外壁に前記第２ガイド溝に嵌合する
第２ガイド突起部が設けられる。
【００１３】
　さらに、前記外側スライド筒の末端の内壁のエッジ部分に前記第２凸部のスライドする
第２斜面が設置される。
【００１４】
　さらに、前記外側スライド筒の内壁に前記第２凸部のスライドする第２内側スライド壁
が設けられ、前記第２内側スライド壁は前記第４定位溝の前記第３定位溝に向かう側に位
置し、前記第４定位溝から前記第３定位溝までの方向に沿って、第２内側スライド壁の高
さは徐々に降下する。
【００１５】
　さらに、前記外側スライド筒の内壁に前記第２凸部のスライドするする第４内側スライ
ド壁がさらに設けられ、前記第４内側スライド壁は前記第３定位溝の前記第４定位溝に向
かう側に位置し、前記第３定位溝から前記第４定位溝までの方向に沿って、第４内側スラ
イド壁の高さは徐々に降下し、第２内側スライド壁と外側スライド筒の内壁との間の角度
は第４内側スライド壁と外側スライド筒の内壁との間の角度より大きい。
【００１６】
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　さらに、本願発明の注射器は流体通路が設置されるプラグをさらに備え、前記流体通路
は注入通路、分流孔および導流通路の順に構成され、前記プラグは前記針保持座の内腔に
位置する。
【発明の効果】
【００１７】
　本願発明の注射器は、注射を行う際に、内側スライド筒を注射方向と反対する方向に沿
ってスライドさせ、注射しやすいように注射針を露出させ、注射を完了する際に、内側ス
ライド筒を注射方向と同じ方向に沿ってスライドさせ、注射針の露出によって他人を刺し
てしまい、感染を回避するように、注射針を内側スライド筒内に包み込む。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
　本願発明における実施例の技術案を明確に説明するため、下記で実施例に必要な図面を
説明する。下記図面は本願発明の実施例であり、当業者にとって、進歩性のある労力がな
くても下記図面から他の図面を獲得することができる。
【図１】本願発明の実施例１の注射器の注射状態での構造を示す図である。
【図２】本願発明の実施例１の注射器の注射が完了後の状態での構造を示す図で。
【図３】本願発明の実施例１の注射器の注射状態での一部構造を示す図である。
【図４】本願発明の実施例１の注射器の注射が完了後の状態での一部構造を示す図である
。
【図５】本願発明の実施例１の針保持座の立体的構造を示す図である。
【図６】本願発明の実施例１の針保持座の側面の断面構造を示す図である。
【図７】本願発明の実施例１の内側スライド筒の立体的構造を示す図である。
【図８】本願発明の実施例１の内側スライド筒の一部の断面構造を示す図である。
【図９】本願発明の実施例１の内側スライド筒の側面の断面構造を示す図である。
【図１０】本願発明の実施例１の外側スライド筒の立体的構造を示す図である。
【図１１】本願発明の実施例１の外側スライド筒の一部の断面構造を示す図である。
【図１２】本願発明の実施例１の外側スライド筒の側面の断面構造を示す図である。
【図１３】本願発明の実施例１の針保持座と内側スライド筒との連結箇所の一部の断面を
示す図である。
【図１４ａ】本願発明の実施例１の針保持座内側スライド筒との連結箇所の側面の断面を
示す図である。
【図１４ｂ】本願発明の実施例１の針保持座内側スライド筒との連結箇所の側面の断面を
示す図である。
【図１４ｃ】本願発明の実施例１の針保持座内側スライド筒との連結箇所の側面の断面を
示す図である。
【図１４ｄ】本願発明の実施例１の針保持座内側スライド筒との連結箇所の側面の断面を
示す図である。
【図１５】本願発明の実施例１の針保持座と、内側スライド筒と外側スライド筒との連結
箇所の一部の断面を示す図である。
【図１６ａ】本願発明の実施例１の針保持座、内側スライド筒と外側スライド筒との連結
箇所の側面の断面を示す図である。
【図１６ｂ】本願発明の実施例１の針保持座、内側スライド筒と外側スライド筒との連結
箇所の側面の断面を示す図である。
【図１６ｃ】本願発明の実施例１の針保持座、内側スライド筒と外側スライド筒との連結
箇所の側面の断面を示す図である。
【図１６ｄ】本願発明の実施例１の針保持座、内側スライド筒と外側スライド筒との連結
箇所の側面の断面を示す図である。
【図１７】本願発明の実施例１の針保持座およびプラグの立体的構造を示す図である。
【図１８】本願発明の実施例１のプラグの側面の断面を示す図である。
【図１９】本願発明の実施例２の内側スライド筒、外側スライド筒および針保持座の一部
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の断面を示す図である。
【図２０】本願発明の実施例２の内側スライド筒と針保持座の側面の断面を示す図である
。
【図２１】本願発明の実施例２の内側スライド筒、外側スライド筒および針保持座の側面
の断面を示す図である。
【図２２】本願発明の実施例２の一時定位状態での内側スライド筒、外側スライド筒およ
び針保持座の一部の断面を示す図である。
【図２３】本願発明の実施例３の注射器の構造を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００１９】
　本願発明実施例の目的、技術案および優れた点をはっきりするために、以下、図面に基
づいて本願発明の実施の形態を説明する。説明する実施例は本願発明のすべてではなく、
一部の実施例である。本願発明の実施例に基づいて、当業者が進歩性のある努力が必要で
ない前提で獲得する他の実施例は全て本願発明の保護の範囲に属する。
【００２０】
　図１は本願発明の実施例１の注射器の注射状態での構造を示す図である。図２は本願発
明の実施例１の注射器の注射が完了後の状態での構造を示す図である。図３は本願発明の
実施例１の注射器の注射状態での一部の構造を示す図である。図４は本願発明の実施例１
の注射器の注射が完了後の状態での一部の構造を示す図である。図１、図２、図３および
図４に示すように、本願発明の実施例１の注射器は、針保持座１と、内側スライド筒２と
、外側スライド筒３と、プランジャ４とを備える。前記針保持座１は注射針５を装着する
用に設けられ、前記プランジャ４は前記針保持座１と対向して設置され、前記針保持座１
へ薬液を注入する。前記内側スライド筒２は前記外側スライド筒３と互いにスライド可能
に嵌め込み、前記針保持座１は前記内側スライド筒２と互いにスライド可能に嵌め込む。
注射を行う際に、前記内側スライド筒２および前記外側スライド筒３をスライドさせ、内
側スライド筒２、前記外側スライド筒３および前記針保持座１を重ね、注射しやすいよう
に前記注射針５を露出させる。注射を完了する際に、前記内側スライド筒２および前記外
側スライド筒３をスライドさせ、前記内側スライド筒２および前記外側スライド筒３によ
って、前記注射針５を包み込む。
【００２１】
　図５は本願発明の実施例１の針保持座の立体的構造を示す図である。図６は本願発明の
実施例１の針保持座の側面の断面構造を示す図である。図５と図６に示すように、前記針
保持座１に第１凸部１０１と弾性延伸部１０２とが設けられており、前記第１凸部１０１
は前記弾性延伸部１０２によって前記針保持座１の末端に連結される。前記針保持座１の
外壁に、内側スライド筒の第１ガイド溝に嵌合する第１ガイド突起部１０３が設けられる
。前記針保持座１の内部に内腔１０４が設置される。
【００２２】
　図７は本願発明の実施例１の内側スライド筒の立体的構造を示す図である。図８は本願
発明の実施例１の内側スライド筒の一部の断面構造を示す図である。図９は本願発明の実
施例１の内側スライド筒の側面の断面構造を示す図である。図７、図８および図９に示す
ように、前記内側スライド筒２に針保持座１の第１凸部１０１に嵌合される第１定位溝２
０７および第２定位溝２０２が設けられており、前記第１定位溝２０７は前記内側スライ
ド筒２の先端の内壁に位置し、前記第２定位溝２０２は前記内側スライド筒２の末端の内
壁に位置する。前記内側スライド筒２の内壁に前記内側スライド筒２の延在方向に沿って
延びる第１ガイド溝２０３がさらに設けられ、第１ガイド溝２０３および針保持座１の外
壁の第１ガイド突起部１０３は互いに嵌合する。前記内側スライド筒２の末端の内壁のエ
ッジ部分に針保持座１の第１凸部１０１のスライドする第１斜面２０６が設置される。前
記内側スライド筒２の先端の外壁に第２凸部２０１および第２ガイド突起部２０４がさら
に設けられ、第２凸部２０１は外側スライド筒３の第３定位溝および第４定位溝に嵌合し
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、第２ガイド突起部２０４は外側スライド筒３の第２ガイド溝に嵌合する。内側スライド
筒２の内部には第１中空構造２０５が形成される。図５に示すように、前記針保持座１の
外壁に前記第１ガイド溝２０３に嵌合する第１ガイド突起部１０３が設けられる。
【００２３】
　図１０は本願発明の実施例１の外側スライド筒の立体的構造を示す図である。図１１は
本願発明の実施例１の外側スライド筒の一部の断面構造を示す図である。図１２は本願発
明の実施例１の外側スライド筒の側面の断面構造を示す図である。図１０、図１１および
図１２に示すように、前記外側スライド筒３に内側スライド筒２の第２凸部２０１に嵌合
される第３定位溝３０１および第４定位溝３０２が設けられ、前記第３定位溝３０１は前
記外側スライド筒３の先端の内壁に位置し、前記第４定位溝３０２は前記外側スライド筒
３の末端の内壁に位置する。前記外側スライド筒３の内壁に前記外側スライド筒３の延在
方向に沿って延びる第２ガイド溝３０４がさらに設けられ、第２ガイド溝３０４は内側ス
ライド筒の第２ガイド突起部２０４に嵌合される。前記外側スライド筒３の内部は第２中
空構造３０５を形成し、外側スライド筒の外壁に持ち部３０６が設置される。前記外側ス
ライド筒３の末端の内壁のエッジ部分には前記第２凸部２０１のスライドする第２斜面３
０３が設置される。図７に示すように、前記内側スライド筒２の外壁に前記第２ガイド溝
３０４に嵌合する第２ガイド突起部２０４が設けられ、前記内側スライド筒２の先端の外
壁に第２凸部２０１が設置される。
【００２４】
　図１３は本願発明の実施例１の針保持座と内側スライド筒との連結箇所の一部の断面を
示す図である。図１４ａ－ｄは本願発明の実施例１の針保持座と内側スライド筒との連結
箇所の側面の断面を示す図である。図１３および図１４ａ－ｄに示すように、針保持座１
の第１凸部１０１は内側スライド筒２の第１斜面２０６と接触し、針保持座１を内側スラ
イド筒２の第１中空構造２０５に押し込みと、弾性延伸部１０２が弾性を有するため、弾
性延伸部１０２によって第１凸部１０１は内側スライド筒２の内壁を経由して中心部へ押
されるように接近し、第１凸部は第２定位溝２０２を超える。針保持座１を軸心線で回転
させ、第１ガイド突起部１０３を第１ガイド溝２０３に嵌合させ、引き続き針保持座１を
内側スライド筒２に押し込み、第１凸部１０１を第１定位溝２０７に嵌合させる。さらに
、針保持座１が内側スライド筒２内における位置を固定し、注射しやすいように前記内側
スライド筒２と針保持座１を重ねる。
【００２５】
　図１５は本願発明の実施例１の針保持座と、内側スライド筒および外側スライド筒との
連結箇所の一部の断面を示す図である。図１６ａ－ｄは本願発明の実施例１の針保持座、
内側スライド筒および外側スライド筒との連結箇所の側面の断面を示す図である。図１５
と図１６ａ－ｄに示すように、内側スライド筒２の第２凸部２０１は外側スライド筒３の
第２斜面３０３と接触し、内側スライド筒２を外側スライド筒３の第２中空構造３０５に
押し込むと、第２凸部２０１は第４定位溝３０２を超える。内側スライド筒２を軸心線で
回転させ、第２ガイド突起部２０４を第２ガイド溝３０４に嵌合させ、引き続き内側スラ
イド筒２を外側スライド筒３に押し込み、第２凸部２０１を第３定位溝３０１に嵌合させ
る。さらに、内側スライド筒２が外側スライド筒３内における位置を固定し、注射しやす
いように、針保持座１、内側スライド筒２および外側スライド筒３を重ね、前記注射針を
露出させる。
【００２６】
　注射を完了する際に、針保持座１を内側スライド筒２から引出し、内側スライド筒２を
外側スライド筒３から引出し、第１凸部１０１を第２定位溝２０２に嵌合させ、第２凸部
２０１を第４定位溝３０２に嵌合させる。さらに、針保持座１、内側スライド筒２および
外側スライド筒３の互いの位置を固定し、注射針の露出や第三者を傷つけることを防ぐよ
うに、注射針を内側スライド筒２と外側スライド筒３内に包み込む。
【００２７】
　図１７は本願発明の実施例１の針保持座およびプラグの立体的構造を示す図である。図
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１８は本願発明の実施例１のプラグの側面の断面を示す図である。本願発明の注射器は、
流体通路が設置されるプラグ６をさらに備え、前記プラグ６は前記針保持座１の内腔１０
４に位置する。前記流体通路は注入通路６０３、分流孔６０２および導流通路６０１の順
に構成される。注射をする際に、注入される液体が注入通路６０３、分流孔６０２および
導流通路６０１の順に流れ、人体に注射される。プラグ６は注入される液体の流れるスピ
－ドを降下させ、液体の残量を減少することができる。
【００２８】
　図１９は本願発明の実施例２の内側スライド筒、外側スライド筒および針保持座の一部
の断面を示す図である。図２０は本願発明の実施例２の内側スライド筒および針保持座の
側面の断面を示す図である。図２１は本願発明の実施例２の内側スライド筒、外側スライ
ド筒および針保持座の側面の断面を示す図である。図１９、図２０および図２１に示すよ
うに、本願発明の実施例２の注射器は実施例１の注射器とほぼ同様であり、異なる点は、
本願発明の実施例２の注射器の内側スライド筒２に第１内側スライド壁２０８がさらに設
けられ、外側スライド筒３の内壁に第２内側スライド壁３０７がさらに設けられることの
みである。
【００２９】
　図２０に示すように、具体的には、前記内側スライド筒２の内壁に前記第１凸部１０１
のスライドする第１内側スライド壁２０８がさらに設けられ、前記第１内側スライド壁２
０８は、前記第２定位溝２０２の前記第１定位溝２０７に向かう側に位置する。前記第２
定位溝２０２から前記第１定位溝２０７までの方向に沿って、第１内側スライド壁２０８
の高さは徐々に降下する。前記内側スライド筒２の内壁に前記第１凸部１０１のスライド
する第３内側スライド壁２０９がさらに設けられ、前記第３内側スライド壁２０９は前記
第１定位溝２０７の前記第２定位溝２０２に向かう側に位置する。前記第１定位溝２０７
から前記第２定位溝２０２までの方向に沿って、第３内側スライド壁２０９の高さは徐々
に降下する。第１内側スライド壁２０８と内側スライド筒２内壁との間の角度は第３内側
スライド壁２０９と内側スライド筒２内壁との間の角度より大きい。
【００３０】
　図２１に示すように、前記外側スライド筒３の内壁に前記第２凸部２０１のスライドす
る第２内側スライド壁３０７が設けられ、前記第２内側スライド壁３０７は前記第４定位
溝３０２の前記第３定位溝３０１に向かう側に位置する。前記第４定位溝３０２から前記
第３定位溝３０１までの方向に沿って、第２内側スライド壁３０７の高さは徐々に降下す
る。前記外側スライド筒３の内壁に前記第２凸部２０１のスライドする第４内側スライド
壁３０８がさらに設けられ、前記第４内側スライド壁３０８は前記第３定位溝３０１の前
記第４定位溝３０２に向かう側に位置する。前記第３定位溝３０１から前記第４定位溝３
０２までの方向に沿って、第４内側スライド壁３０８の高さは徐々に降下する。第２内側
スライド壁３０７と外側スライド筒３内壁との間の角度は第４内側スライド壁３０８と外
側スライド筒２内壁との間の角度より大きい。
【００３１】
　本願発明の実施例２の一時定位状態での内側スライド筒、外側スライド筒および針保持
座の一部の断面を示す図である。図２２に示すように、第１内側スライド壁２０８および
第２内側スライド壁３０７は注射前の一時的な位置を決める。医療従事者が注射器内に薬
液を吸入して注射を用意した後に、予想外の状況ですぐに注射できない場合、針が露出し
ていれば、同じく第三者を刺して傷つける虞がある。この場合、医療従事者は内側スライ
ド筒２と外側スライド筒３をスライドさせ、第１凸部１０１を第１内側スライド壁２０８
に押し込み、第２凸部２０１を第２内側スライド壁３０７に押し込み、一時的に内側スラ
イド筒２および外側スライド筒３の位置を固定し、露出して第三者を傷つけないように、
内側スライド筒２および外側スライド筒３によって注射針５を包み込む。そして、第１凸
部１０１が第２定位溝２０２内に嵌合しておらず、第２凸部２０１も第４定位溝３０２内
に嵌合していないため、内側スライド筒２および外側スライド筒３の位置が係止されない
。医療従事者が再び注射を行う場合、注射方向と反対する方向に沿って内側スライド筒２
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る。
【００３２】
　図２３は本願発明の実施例３の注射器の構造を示す図である。図２３に示すように、本
願発明の実施例３の注射器は、針保持座１、内側スライド筒２と、プランジャ４とを備え
る。針保持座１の外部に注射針５を保護する保護カバ－７が設置される。
【００３３】
　前記針保持座１は注射針５を装着する用に設けられ、前記プランジャ４は前記針保持座
１と対向して設置され前記針保持座１へ薬液を注入し、前記針保持座１は前記内側スライ
ド筒２と互いにスライド可能に嵌め込む。注射を行う際に、前記内側スライド筒２をスラ
イドさせて内側スライド筒２および前記針保持座１を重ね、注射しやすいように、前記注
射針５を露出させ、注射を完了する際に、前記内側スライド筒２をスライドさせ、前記内
側スライド筒２によって前記注射針５を包み込む。本願発明の実施例３の注射器は本願発
明の図５と図６に示すような針保持座と、図７から図９に示すような内側スライド筒と、
図１７と図１８に示すようなプラグとを使用してもよい。また、内側スライド筒には図１
９と図２０に示す第１内側スライド壁を設けてもよい。
【００３４】
　本願発明の実施例３の注射器は主に長さが短めな注射針５に使用され、内側スライド筒
２のみによって長さの短い注射針５を完全に包み込むことができ、別途外側スライド筒を
設ける必要がなく、構造が簡単で使用する材料を節約することができる。
【００３５】
　最後に、上記した実施例を参考して本願発明を詳細に説明したが、今回開示された実施
の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えられるべきである。前記
各実施例の記載する技術案に対する修正、特許請求の範囲をそれと均等の意味および範囲
内で変更することができる。このような修正や変更は対応する技術案を本願発明の各技術
案の範囲から離れるものではない。
【符号の説明】
【００３６】
　１　針保持座、１０１　第１凸部、１０２　弾性延伸部、１０３　第１ガイド突起部、
１０４　内腔、２　内側スライド筒、２０１　第２凸部、２０２　第２定位溝、２０３　
第１ガイド溝、２０４　第２ガイド突起部、２０５　第１中空構造、２０６　第１斜面、
２０７　第１定位溝、２０８　第１内側スライド壁、２０９　第３内側スライド壁、３　
外側スライド筒、３０１　第３定位溝、３０２　第４定位溝、３０３　第２斜面、３０４
　第２ガイド溝、３０５　第２中空構造、３０６　持ち部、３０７　第２内側スライド壁
、３０８　第４内側スライド壁、４　プランジャ、５　注射針、６　プラグ、６０３　注
入通路、６０２　分流孔、６０１　導流通路。
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